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あいさつ 
大野照文 

 
今日はたくさんお集まりいただきまして、ありがとうございます。 
わたしどもの博物館が、天文学と非常に接近しましたのは、一昨年の「京の宇宙学」の

展示のお手伝いをさせていただいた時でございます。ここにおられる京大の先生方のほと

んどを、まきこんだのかまきこまれたのか、どっちが原因者でどっちが被害者か分からん

ぐらいみんな楽しくやってしまいました。その折に冨田先生 に聞いておりますと、貴重な

アーカイブすべき資料 がたくさんあると分かりました。今まで研究成果は論文になり、図

書館に収まり、研究材料の標本類などは博物館におさまるということになってるんですが、

じゃあ写真乾板などはどないするんかという貴重だけど今まで行き場所の無かったものに

ついても京都大学としましては研究資源アーカイブ として収集しようという機運が高ま

ってきました。今の世の中は忙しいので、とりあえず成果を出さないかんとご無理を申し

あげまして、宮本先生の火星のスケッチとか、乾板類などをデジタル化させていただくよ

うお願いしたわけです｡けれどもそういうこと以上にですね、天文学の人はめっちゃ好奇心

が強い人が多いので、どんどん話が進みわたしら博物館側としてはなんていうかもう化石

化してまして、その後を追いかけていろいろ教えて頂くようなことになっています。 
今日は経過の報告会と、それから次への展望ということで、大変楽しみな会であります。

私のほうは、お前管理職やろってことでこき使われておりまして、バタバタとマクドナル

ドの店長さんみたいに、入ったり出たりしますけれどお許しください。それからこれは宣

伝になりますけれども、来年の 2 月 2 日から 6 日まで、こないだかえってきました「はや

ぶさ」の展示を、天文学の先生方の全面的なご協力のもとに行いますので、予告をしてお

きます。 



編集後記 
 
 2008 年度に始まった京大天文台アーカイブプロジェクトは、総合博物館、理学研究科附

属天文台および宇宙物理学教室三者の共同の調査研究として、京都大学においてこの 100
年間に行われてきた天文学研究の原資料の整理保管とデジタル化を通じて、その成果のコ

ンテンツを大学内外に公開する事業をすすめてきた。今回その中間報告として小研究会を

開催し、関連する研究者の皆さまから貴重なる経験を含めた成果発表を行っていただき、

その集録をこのような形でまとめることができた。とりわけ生駒山太陽観測所で観測され

たカルシウム線へリオグラム乾板と紫外線データの比較研究は数十年におよぶ長期変動の

基礎データとなりうるものであり、各研究報告にはそうした今後の展望も語られており、

それぞれが現代科学とも接点をもつ萌芽をふくんでいるところが、期待がもてるところで

あろう。また、デジタル化された火星観測スケッチなどを用いた動画教材の作成など、各

方面への利用もまた期待されるところである。 
（冨田記） 
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